
る
方
の
搬
送
事
案
は
６
件
あ

り
、
搬
送
業
務
に
従
事
し
た

職
員
は
16
名
で
あ
る
。

問
職
員
が
建
物
内
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

消
毒
作
業
な
ど
に
従
事
す
る

ケ
ー
ス
は
、
今
回
の
改
正
案

で
規
定
す
る
日
額
３
０
０
０

円
の
特
殊
勤
務
手
当
の
対
象

に
な
る
の
か
。

答
国
に
よ
る
特
殊
勤
務
手

当
の
取
り
扱
い
で
は
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号

の
事
案
を
踏
ま
え
、
船
舶
内

に
お
け
る
消
毒
作
業
な
ど
を

対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
市
に
お
い
て
は
船
舶
や

建
物
内
に
お
け
る
消
毒
作
業

ま
で
は
想
定
し
て
い
な
い
。

し
か
し
、
実
際
に
作
業
が
必

要
な
事
案
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
作
業
の
困
難
度
や
心

理
的
負
担
等
を
考
慮
し
、
手

当
の
支
給
の
是
非
を
検
討
し

た
い
。

議
第
１
０
１
号
「
財
産
の
取

得
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
市
立
小
中
学
校
の

情
報
教
育
環
境
を
充
実
さ
せ

る
た
め
、
児
童
生
徒
及
び
教

員
に
一
人
一
台
の
学
習
者
用

情
報
端
末
を
配
備
す
る
も
の

で
、
端
末
数
６
７
８
７
台

を
、
価
格
３
億
８
７
８
万
５

３
２
３
円
で
、
納
期
を
令
和

２
年
12
月
25
日
と
し
て
取
得

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
よ
う
と
す
る

も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
学
習
者
用
情
報
端
末
の

導
入
に
つ
い
て
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
っ
て

２
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
受

け
た
結
果
、
価
格
評
価
点
に

お
い
て
は
優
れ
て
い
る
も
の

の
、
技
術
評
価
点
が
劣
っ
て

い
る
事
業
者
を
選
定
し
て
い

る
が
、
端
末
の
導
入
に
あ

た
っ
て
技
術
面
で
の
不
安
は

な
い
の
か
。

答
技
術
評
価
の
項
目
に

は
、
導
入
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
作
業
人
員
の
確
保
、
サ

ポ
ー
ト
体
制
な
ど
様
々
な
項

目
が
あ
り
、
２
事
業
者
に
は

そ
れ
ぞ
れ
に
優
れ
た
点
が

あ
っ
た
。
選
定
し
た
事
業
者

と
は
、
定
例
的
な
協
議
の
場

を
設
定
し
、
端
末
の
納
期
内

の
導
入
や
ス
ム
ー
ズ
な
運
用

開
始
に
向
け
た
協
議
を
行
っ

て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て

不
安
な
点
は
な
い
。

議
第
１
０
３
号
「
道
路
災
害

復
旧
工
事
（
市
道
本
郷
町
日

山
地
用
倉
線
）
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て

【
概
要
】
本
請
負
契
約
に
つ

い
て
、
盛
土
材
料
と
し
て
使

用
す
る
予
定
で
あ
っ
た
掘
削

土
が
、
盛
土
材
料
と
し
て
の

品
質
に
適
さ
な
か
っ
た
た

め
、
残
土
処
分
費
と
盛
土
材

料
購
入
費
が
追
加
に
な
っ
た

こ
と
、
並
び
に
湧
水
処
理
工

事
や
法
面
保
護
工
事
を
追
加

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
契
約

金
額
の
増
額
を
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
市
道
本
郷
町
日
山
地
用

倉
線
の
当
該
箇
所
に
お
い

て
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
た

大
き
な
要
因
は
、
上
流
か
ら

大
量
の
水
が
流
れ
て
き
た
こ

と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
復
旧
工
事
に
お
い
て

は
、
再
発
を
防
ぐ
た
め
に
ど

の
よ
う
な
排
水
対
策
を
と
っ

て
い
る
の
か
。

答
当
該
箇
所
の
排
水
対
策

は
、
道
路
法
面
へ
の
遮
水

シ
ー
ト
に
加
え
、
盛
土
表
面

に
耐
水
性
の
あ
る
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
を
施
工
す
る
こ
と

で
、
表
面
の
排
水
処
理
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
掘
削

中
に
発
見
し
た
湧
水
箇
所
に

対
し
て
は
、
暗
渠
排
水
等
を

施
工
す
る
こ
と
で
、
地
下
水

の
排
水
処
理
を
行
う
な
ど
の

対
策
を
と
っ
て
い
る
。

【
採
決
】

　

議
第
99
号
他
４
件
に
つ
い

て
、
全
員
一
致
、
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
０
５
号
「
世
羅
三
原

斎
場
組
合
の
解
散
に
つ
い

て
」

議
第
１
０
６
号
「
世
羅
三
原

斎
場
組
合
の
解
散
に
伴
う
財

産
処
分
に
つ
い
て
」

議
第
１
０
７
号
「
世
羅
三
原

斎
場
組
合
の
解
散
に
伴
う
事

務
の
承
継
並
び
に
決
算
の
審

査
及
び
認
定
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
三
原
市
新
斎
場
の

供
用
開
始
に
伴
い
、
世
羅
町

と
三
原
市
で
構
成
す
る
世
羅

三
原
斎
場
組
合
を
今
年
度
末

で
解
散
す
る
こ
と
に
関
し
、

地
方
自
治
法
第
２
９
０
条
及

び
同
組
合
規
約
第
12
条
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
『
西
和
苑
』
の
解
体
工

事
に
必
要
な
経
費
は
い
く
ら

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
そ
の

全
額
を
財
政
調
整
基
金
で
賄

う
こ
と
は
で
き
る
の
か
。

答
世
羅
町
に
あ
る
『
西
和

苑
』
の
解
体
工
事
費
は
、
約

２
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

お
り
、
財
政
調
整
基
金
残
高

が
約
３
５
９
０
万
円
あ
る
た

め
、
工
事
費
の
全
額
を
賄
う

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

な
お
、
10
月
以
降
に
解
体

に
必
要
な
実
施
設
計
を
行

い
、
詳
細
な
工
事
内
容
を
決

定
し
た
う
え
で
、
費
用
を
積

算
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
財
政
調
整
基
金
残
高
の

分
配
割
合
を
決
定
す
る
基
準

は
。

答
同
組
合
で
は
、
構
成
市

町
の
負
担
金
を
決
定
す
る
基

準
を
、
前
年
10
月
１
日
を
基

準
日
と
し
た
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
く
人
口
割
合
と
し
て

９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
99
号
「
三
原
市
職
員
特

殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
国
の
人
事
院
規
則

の
改
正
に
準
じ
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽

性
患
者
及
び
そ
の
疑
い
が
あ

る
者
を
移
送
す
る
業
務
等
に

従
事
し
た
職
員
に
対
し
、
令

和
２
年
３
月
５
日
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
特
殊
勤
務
手
当
を
支

給
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
今
回
の
条
例
改
正
が
適

用
さ
れ
る
令
和
２
年
３
月
５

日
以
降
で
、
特
殊
勤
務
手
当

の
支
給
に
該
当
す
る
救
急
搬

送
件
数
は
何
件
あ
り
、
従
事

し
た
職
員
は
何
人
い
る
の
か

答
２
年
３
月
５
日
か
ら
本

日
ま
で
の
間
、
三
原
消
防
管

内
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
患

者
、
ま
た
は
そ
の
疑
い
が
あ

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

厚
生
文
教
委
員
会
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い
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整

基
金
の
分
配
割
合
に
つ
い
て

も
、
負
担
金
の
算
出
と
同
様

の
基
準
と
し
て
い
る
。

問
新
斎
場
の
供
用
開
始
後

に
、『
西
和
苑
』
は
利
用
を

停
止
し
、『
や
す
ら
ぎ
苑
』

は
利
用
方
法
を
変
更
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
久
井

町
及
び
大
和
町
の
住
民
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
る
の
か
。

答
９
月
１
日
付
け
の
町
内

回
覧
で
周
知
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
さ
ら
に
音
声
告
知

放
送
な
ど
を
活
用
し
、
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
採
決
】

　

議
第
１
０
４
号
他
４
件
に

つ
い
て
、
全
員
一
致
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

９
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
０
８
号
「
三
原
市
下

水
道
事
業
経
営
審
議
会
条
例

制
定
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
市
の
下
水
道
事
業

の
経
営
の
健
全
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
下
水
道
事
業

経
営
審
議
会
を
設
置
す
る
こ

と
に
関
し
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
下
水
道
事
業
の
実
施
か

ら
年
月
が
経
過
し
た
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、
な
ぜ
経
営
審

議
会
を
設
置
す
る
の
か
。

答
本
年
４
月
に
市
下
水
道

事
業
が
公
営
企
業
会
計
化
さ

れ
、
経
営
状
況
の
的
確
な
把

握
や
分
析
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
中
で
、
厳
し
い
収
支

が
見
込
ま
れ
る
経
営
の
安
定

化
と
今
後
の
下
水
道
事
業
の

在
り
方
の
検
討
を
目
的
に
設

置
す
る
も
の
で
あ
る
。

問
審
議
会
を
設
置
す
る
に

あ
た
り
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
構
成
員
の
人
選

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。

答
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
、
本
年
11
月
頃

ま
で
に
審
査
委
員
を
選
定

し
、
第
１
回
の
審
議
会
を
来

年
１
月
に
開
催
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
構
成
員
は
、
経
営

学
に
精
通
し
て
い
る
大
学
教

授
な
ど
の
学
識
経
験
者
や
実

際
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し

て
い
る
使
用
者
を
想
定
し
て

お
り
、
以
前
、
水
道
部
が
設

置
し
て
い
た
経
営
審
議
会
の

構
成
員
を
参
考
に
検
討
し
た

い
。

議
第
１
０
９
号
「
公
有
水
面

埋
立
て
の
埋
立
地
の
用
途
の

変
更
に
関
す
る
意
見
に
つ
い

て
」

【
概
要
】
松
浜
地
区
港
湾
整

備
事
業
に
よ
る
糸
崎
町
地
先

の
公
有
水
面
埋
立
て
の
埋
立

地
の
用
途
の
変
更
に
関
し
、

広
島
県
知
事
か
ら
意
見
を
求

め
ら
れ
た
の
で
、
異
議
の
な

い
旨
を
述
べ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
議
決
を
求
め
よ

う
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
埋
立
地
内
の
用
途
が
変

更
さ
れ
た
後
の
具
体
的
な
利

用
計
画
は
。

答
緑
地
と
す
る
区
域
は
、

非
常
時
に
お
け
る
物
資
の
保

管
や
保
全
の
た
め
、
ま
た
、

ヘ
リ
ポ
ー
ト
や
緊
急
車
両
の

基
地
等
の
防
災
用
地
と
し
て

活
用
す
る
予
定
で
あ
り
、
交

流
厚
生
用
地
と
す
る
区
域

は
、
水
産
事
業
者
等
と
連
携

し
て
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ
ー

ナ
ー
や
カ
キ
小
屋
等
の
施
設

を
設
置
す
る
な
ど
、
臨
海
部

に
お
け
る
新
た
な
賑
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
に
活
用
す
る

予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
埋
立

地
内
に
は
、
不
法
係
留
対
策

と
し
て
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
係
留
施
設
を
設
置
す
る

予
定
も
あ
る
。

問
今
後
の
市
全
域
の
活
性

化
を
見
据

え
る
と
、

松
浜
第
２

工
区
に
持

た
せ
る
予

定
の
賑
わ

い
創
出
機

能
は
、
市

中
心
部
に

あ
る
三
原

内
港
に
集

約
す
べ
き

で
は
な
い

か
。

答
松
浜

第
２
工
区

は
、
松
浜

第
１
工
区

の
水
産
事

業
者
と
の
連
携
や
「
道
の
駅

み
は
ら
神
明
の
里
」
か
ら
近

い
と
い
う
立
地
を
活
か
し
、

交
流
厚
生
施
設
を
整
備
す
る

こ
と
で
特
色
を
出
せ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
三
原
内
港

は
、
市
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
謳
わ
れ
て
い
る
、
市
中

心
部
の
賑
わ
い
を
創
出
す
る

役
割
に
重
点
を
置
い
た
整
備

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た
特

色
と
役
割
を
想
定
し
て
い

る
。

議
第
１
１
２
号
「
市
道
路
線

の
認
定
に
つ
い
て
」

【
概
要
】
市
道
路
線
の
認
定

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

【
主
な
質
疑
の
内
容
】

問
市
道
認
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
高
坂
町
78
号
線
に
関

し
て
、
県
に
よ
る
修
繕
工
事

等
が
未
完
了
の
箇
所
が
あ
る

中
に
あ
っ
て
も
、
移
管
を
受

け
る
の
か
。

答
当
該
路
線
で
は
、
現

在
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災

害
の
影
響
に
よ
り
、
修
繕
要

望
箇
所
等
の
工
事
が
一
時
中

断
し
た
こ
と
で
移
管
時
期
が

遅
れ
て
い
た
が
、
道
路
災
害

復
旧
工
事
や
修
繕
が
行
わ
れ

た
た
め
、
移
管
の
手
続
き
を

進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
災
害
復

旧
工
事
が
ま
だ
終
わ
っ
て
い

な
い
隣
接
す
る
河
川
等
が
あ

る
た
め
、
そ
れ
ら
の
工
事
が

完
了
次
第
、
市
へ
の
引
き
継

ぎ
、
及
び
県
道
の
廃
止
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
と
な
る
。

【
採
決
】

　

議
第
１
０
８
号
他
４
件
に

つ
い
て
、
全
員
一
致
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

経
済
建
設
委
員
会

完成した新斎場

公有水面埋立て図
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